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1977 (昭和52)年版学習指導要領と1989 (平成元) 年
版における世界の諳地域学習を比較すると，表Ｉのよ
うになる。
表I　'77  ･ '89年版の世界の諸地域学習の比較
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学習計 画の立案（ ミクロな問いから学習課題 の決定へ）
１。 アメ リカ合衆国と聞い たら連想 するものを 書き出そう。（略）
２ ．１． を分類（＝なか ま分 け） しよう。
（1） 「東ア ジア」 の学習を思い 出したり， 教科書を参考にして， 分類す る指 標（ ＝分類のし方）
を考えよ う。









(2) (1) に 従 っ て，1.





















































を 分 類 し よ う。
㎜-㎜---l---- ←-皿皿皿㎜11111- 〃
スポーツ　　　 ④　自然地名，地名　　　 ⑤　人物















く 既得 の問 いの発見力
の適用＞
課題発見力
農業 ：小麦， オレ ンジ， チ ェリー， とうもろ こし， カリフォルニア米
都市：ニュ ーヨ ーク， サンフランシスコ， ロサンゼルス
スポ ーツ：バ スケット， アメリカンフットボ ール， アトラ ンタ
自然地名， 地名： ナイアガラの滝， ロッキー山脈， ミシ シッピ川
人物：カ ールルイス， ワシント ン， モンロ ー， クリ ント ン, J.  F.
工業：左ハ ンド ルの車, I  BM のコンピュ ーター，
貿易：左ハ ンド ルの車， アメリカにある日本の車の会社， オレ ンジ，
日本 へ来て いる企業 ：ト イザラ ス， マ クドナルド， コカコ ーラ
差別：黒人 差別
Ｋ 。







３。 アメリカ合衆国 について追究したいことを， ２． に従 って問い（ ＝なぜ疑問 ）にしよう。
その際， 社会科の学習になるように「東ア ジア」 の学習を 思い出 しながら問いを創ろう。
｢ ‾‾‾＜ 子ど もが作成した問い
--- く子どもと作成し
口1)①　なぜ， アメ リカで はオレンジや グレープ フルーツがたくさん作られ， 輸出さ れる のだろ1
う。
なぜ，アメ リカで はパ ンが主食 なのだろう。
なぜ，ア メリカ のカリフォルニアで は安 く米 が生 産できる のだろ う。
なぜ,アメリカで は太平 洋・大西洋岸 に都市が多い のだろ う。
なぜ， アメリカで バスケットボ ールが はじめ られた のだろ う。
ナイアガラの滝や五 大湖はどのようにしてで きたのだろ う。
なぜ，人 の名 前が首 都の名前にな った のだろ う。
(6)①　なぜ， 日本に日本製の左ハ ンド ルの車があ るのだろ う。
②　なぜ， ロケットの開発が進んでい るのだろ う。
(7) なぜ， アメ リカに日本の車 の会社があ るのだろ う。
(8)①　なぜ，橿原市 にト イザラスが作 られたのだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
：
②　なぜ， マクドナルドや ケンタッキーフライドチキ ン， コカコーラが 日本 に進 出し た のだ
ろ つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ
③　な ぜ，本社 がアメリカにあるのに， 日本にたくさんの企業が進出 して いるのだろう。　l
(9)①　な ぜ， アメリカに人種 差別があるのだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ｌ
②　な ぜ， アメリカは｢ 人 種のサ ラダポ ール｣ とい われる のだろ う。　　　　　　　　　　　｜
!___｡｡｡｡｡-- 一一一一______｡｡｡_______｡｡｡｡｡ 一一一一一一一一_｡｡一一一一一一__｡- 一一｡｡｡｡- 一一｡｡｡-｡
4. みんなの問 いを 集めて分類し， 先生といっし ょに学習課題を 決定 し，学習 計画を立て よう。
その際， 大きな問いとその下 位にある小さな問い に着目 しよ う。
（1） 厂東 アジア」 の学習や教科書を参考 にして，問いを 分類 する指標を考えよう。 また， 歴史
的 分野や公民 的分野， 他教科で追究す る問い に分類 しよう。
問いと認識内容=
半 半 ］
ド ー ＜ 子どもと作成した指標 の例＞----------------------
：　 ①　移民の国　　　 ②　世界 の食料庫　　　 ③　世界一の工業国
ｉ　 ⑤　アメ リカ の苦し み　　　 ⑥　歴史 的分野　　　 ⑦　公民的分野
ｉ　 ⑨　他教科










世界の食料庫： ３．の(1)の①　………………　 ２時 間
世界一 の工業国： ３．の〔6〕の① ②(7) ……　2 時間
メガロ ポリス： ３．の(2) …… ………………　1 時間

















「なぜ，アメ リカ ぱ 人種 のサラダボ ール ”と言われ る のだろ
う｡」
以 下の歴史的背景より“ 人種 のサラダボール ”と言わ れる よ う
になった。
①先住民 のインデ ィアン・ イヌイット　②イギリ スの植民 地建
設　③ヨ ーロ ッパ各地か らの移 住　④アフリカからの黒 人 奴隷













情報の収集力・ 選 択力 ・ 活
用力
問いの発見力








「な ぜ， アメリカぱ 世 界の食料庫 帽こなることがで き たの だ
ろう｡」
①広大な耕地を利用し大型機 械を使 って， 各地の気候 や地形 に
適した作物を集中的 に栽培 して いるので，生 産量が自給 量 を上
ま わり大量 に輸出で きるからで ある。
②①を支えてい るのは， 機械化， 分業化， 栽培技術 の高度 化で
ある。
・機械化，分業化 は生 産性を 高める。
・最新 の科学技術 が導 入より， 収穫量の数倍多いと うもろ こ し
などが開発さ れ，生産性 が高 まって いる。




東 ア ジ ア の
農業 （ 中国 ）
と 比 較 し て
“ 世 界 の 食
料庫 ”になっ
た こ と の 仮





日 本 の 農 家
に 適 用 し て
考えよう。
仮説設定力
＜ 既得の概念 装 置を 用い た
分析による仮説 の設定 と検
証＞













｢なぜ， アメリカぱ‘ 世 界一 の工業国" になることが で きた の
だろう｡｣
①豊かな鉱産・林産資源 に恵 まれて いるからである。
②外国 の油田や鉱山 の開 発に積極的に投資してそれ らを輸 入 し
てい るか らであ る。
③生産性 の高 まり により 巨大 な資本が新たな富を生み 出し て い
るか らであ る。
④自由な企業競争 が生 産性を 高めているからである。
⑤進んだ科学技術が高度 な機 械化を生 み，大量生産が可能となっ
たか らであ る。
⑥２度 の世界大戦で， ヨーロッパが大きな被害を受 けた 結果，
アメ リカ は世界 の政治・経済 の中心 なった。
概念探究
価値分 析
東 ア ジ ア の
工 業 と 比 較
し て ，‘ 世
界 一 の 工 業
国 ”に な っ
た こ と の 仮





Ｅ Ｃ と の 貿
易 摩 擦 を 考
えよう
仮説設定力
く 既得の概念 装 置を 用い た
分析 によ る仮 説 の設定 と検
証＞












｢アメリカ の都市や交通・通信網 は， どのように発達 して い る
のだろう｡｣
①工業化が進 み，人口 の集中 してい るボスト ンからワ シ ント ン
にかけて の地域 は，鉄道 や高速道路， 航空 網などで密接 に結 び
ついて都市域を形成して いる。
②アメリカ国内 の都市を結 ぶ高速道路 や航空 路だけで な く各 都
市か ら直接世界各地 に向 かう航空路 が整備され， 航空 路網 の う
えで重要な地位を しめて いる。
③アメリカ は情報通信 シ ステムが， 世界で最 も整備されており，




メ ガ ロ ポ リ
ス を 太 平 洋
ベ ル ト に 応











「世界を リードしてい るアメリカの実態を， アメ リカ企業 の 日
本へ の進出か ら調 べよ う｡」
①マ クド ナルド　 ②コカコ､－ ラ　③I  BM
ｒ今 まで の学習か らアメリカの苦 しみを整理し， そ の中 か ら一
つを選んで論争しよ う｡」
①人種差別問題　 ②都市問題　 ③日本との貿易摩擦（工 業 生 産





中 国 へ の 企
業 進 出 に 応
用 し て 考 え
よ う。
・経済特 区





新 たな問 い， 歴史 ・公民的分野で学習 する問い の決定， 学習課題にな らなか った問 いの追究




（1） 新たに調べてみたいことを書 き出そ う。
（2） 学習 課題にならなかった問いを次 の方 法で 追究しよう。
①　学 習計画に入らなかっ た問いを書 き出そ う。
②　歴史・公民的分野で学習す る問いを 決定 しようo
③　①の中で②に入 らなか った問 いの中 から， 調べてみたいことを 選びレポートしよう。
に れは個人研究とし， 授業で は行 わない。 提出されたレ ポート類 は学 年 掲示 板 など で 発表 さ
せる。 社会科としての認識にい たらなくとも探究の方 法の習得と いう能力形 成が期待できる｡）
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適用されて学習が進められる
。既得の説明的知識・概
念的知識（概念装置
，モデル）を用いた分析による仮
説の設定や検証がなされ
，「適地適作」「企業的農業」
の説明的知識が習得される。
ここで形成される能力をモデル形成力・応用力と呼
ぶことにする
。図の①～③のモデルは，そのまま適用
されたり
，比較されたりして，他地域の農業の学習に
応用することができ，無駄な重複を避けることができ
る。
③　世界一の工業国
次に
，匚なぜ，アメリカぱ世界一の工業国”にな
ることができたのだろう
。」を探究する。既習の東ア
ジアの工業学習で習得された工業立地の条件に加え
，
「資本」［経済体制］匚科学技術」の違いから図の①～
⑥の説明的知識が習得される
。②と同様，既得の概念
装置を用いた学習が構成される
。
④　メガロポリス
この学習の問いは
，匚なぜ疑問」の形をとらないの
で
，作業・調査・発表による学習活動となる。但し，
学習の成果は太平洋ベルトに応用することができる
。
ここでは読図力
，発表力が形成される。
⑤　アメリカの苦しみ
この学習も④と同様に
，作業・調査・発表による学
習活動となる
。ここでは３時間とって，「今までの学
習からアメリカの苦しみを整理し
，その中から一つ選
んで論争しよう。」という課題が与えられる。
（3）論争問題
①～③の学習課題にそれぞれ一つの論争問題が組み
込まれている
。これらはすべて他地域の，他の社会的
事象に関連・応用できる論争問題である。
⑤の「アメリカの苦しみ」の３時間で，論争問題を一つ選択させ，合理的意志決定にいたるまでの学習を
させる。
以上の学習を通して
，F‾巨大国アメリカ」という動
態地誌的視点の核を習得させることができる。
６。おわりに
従来の世界の諳地域学習は
，大陸を巡る網羅的なも
のであった
。そのため，現場の教師は時間不足を余儀
なくされ
，解説型の授業から脱却できないでいた。事
例地域の選択が三つ程度になると
，時間不足は解消さ
れる
。しかし， の学習だけでは，地理的分野
の学習を終えた段階で
，厂世界の輪郭かおる程度描け
る
」域には達しない。
そこで
，概念探究型社会科の授業論を用いて，動態
地誌的に事例地域を選択すれば
，繰り返しの学習を避
けることができ，社会認識形成に有効に働く。その視
点は以下のようになる。
(1)世界の諸地域学習で習得すべき概念的知識・説
明的知識を抽出する。
例えば
，農業立地・工業立地の条件，モノカル
チュア，プランテーション農業など。
(2) (1)を最も端的に示している地域または国を選択
し
，その地域または国を動態誌的に扱う。
(3) (2)を他地域の社会的事象に応用する
。
本論文のマトリックス表で示した動態地誌的視点を
他分野との関連から検討し
，中学校社会科地理的分野
としての認識内容として整理することが今後の課題で
ある。
また
，選択する地域が違っても対応できる高校入試
問題のおり方の研究が急がれる
。しかし，この点に関
しては
，上記 (1)整理されば対応できると考え
ている。具体的な事例を今後提示していきたい。
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